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♈ 太陽・牡羊座：「突進するエネルギー」 

（3/21〜4/19 生まれ）  物事をスタートさせ、前へ進むエネルギー 

 
牡羊座のエネルギーは情熱的で力強い「突進するエネルギー」です。支配星である火星

の原始的な推進力と闘争心が、牡羊座の「火」のエレメントを通して、「戦士」「行動

力」「突破力」の形で表現されます。その結果、「衝動性」「即決性」「独立性」が特

徴となり、考えるよりも先に直感的に物事を判断する傾向があります。 

 

Ø 「衝動性」は、適切に育めば、新たな挑戦や変化を恐れずに進む推進力を生みます。

一方、未熟なままだと、計画性がないため物事をうまく進めることができません。 

Ø 「即決性」は、適切に育めば、スピード感を持って物事を進める力になります。一

方、未熟なままだと、慎重さを欠き、後悔する選択をすることにつながります。 

Ø 「独立性」は、適切に育めば、自ら道を切り拓く力を持ち、人に依存せずに進む強さ

になります。一方、未熟なままだと、周囲との協調を欠いて孤立しやすくなります。 

 

太陽星座のエネルギーは、自分本来のものなので、月星座のように反対星座を使って克服

するのではなく、太陽エネルギーの出し方をコントロールすることによって育みます。 

この牡羊座の太陽エネルギーを適切に育むことができれば、「新しい道を切り拓く挑戦

者」として、自分と周囲に突破力と活力をもたらす存在になれるでしょう。 

 
牡羊座のエネルギーが未熟なままだとどうなるのか 

Ø 衝動性が暴走して、失敗が続く 

「衝動性」が未熟だと、思いついた瞬間に行動してしまい、準備や検討の時間を軽視

してしまう。その結果、同じような失敗を繰り返し周囲からの信頼を失ってしまう。 

Ø 自己主張が強すぎて、人間関係で衝突してしまう 

「独立性」が未熟だと、自分の考えが絶対的に正しいと思い込み、異なる意見を持つ

人を敵視してしまう。その結果、建設的な議論ができず人間関係が悪化してしまう。 

Ø 即決性が裏目に出て、後から取り返しのつかない事態を招く 

「即決性」が未熟だと、「決断の早さ」を自分の強みだと過信し、十分な情報収集や

検討を怠ってしまう。その結果、重要な選択で失敗し後悔する経験が積み重なる。 

Ø 独りよがりになって、孤立してしまう 

独立性」が未熟だと、「一人でできる」という自負が強すぎて、他者からの助言やサ

ポートを拒んでしまう。その結果、困難な状況を一人で抱え込んで行き詰まる。 

Ø 情熱が持続せず、途中で投げ出してしまう 

「衝動性」が未熟だと、すぐに燃え尽きて次の興味に移る。仕事やプロジェクトを始

めても一貫性がなく、途中で放棄して信頼と自信を失ってしまう。 
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牡羊座の太陽エネルギーを育むにはどうすればいいか（出し方のコントロール法） 

 

Ø 衝動性を活かしながら、戦略的思考を身につける 

牡羊座の「衝動性」は、新たな挑戦や変化を恐れずに前進する強さとなるが、未熟な

ままだと考え無しに突っ走って失敗を繰り返してしまいます。そこで、「今すぐやり

たい！」と感じたら、一度深呼吸して「この行動の先の結果まで想像できている

か？」と自問してみましょう。そうすることで、「衝動性」を「計算された大胆さ」

に昇華させ、リスクを最小化しながら突破力を発揮できるようになるでしょう。 

 

Ø 自己主張を活かしながら、相手の立場を理解する 

牡羊座の「独立性」は、自分の信念をしっかり持ち、リーダーシップを発揮する力と

なるが、未熟なままだと周囲の意見を無視して対立しやすくなります。そこで、自分

のやり方を押し通したくなったら、まず「相手はなぜそう考えるのか？」を理解する

時間を作ってみましょう。そうすることで、「独立性」を「説得力のある影響力」へ

と昇華させ、対立ではなく協力を通じて目標を達成できるようになるでしょう。 

 

Ø 即決性を活かしながら、重要度に応じて判断時間を調整する 

牡羊座の「即決性」は、チャンスを逃さず素早く決断できる力となるが、未熟なまま

だと考えなしの判断が増え、後悔を生みやすくなってしまいます。そこで、急いで決

めたくなったら、「この選択がもたらす影響の大きさ」に応じて判断時間を変えるこ

とを意識してみましょう。そうすることで、「即決性」を「状況に応じた最適な決断

力」に昇華させ、スピードと慎重さのバランスを取れるようになるでしょう。 

 

Ø 競争心を活かしながら、成長にフォーカスする 

牡羊座の「衝動性」は、目標達成への強いモチベーションになるが、未熟なままだと

「勝つこと」で目的となってしまい、本末転倒な行動につながります。そこで、競争

意識が高まりすぎたら「この経験を通じて自分はどう成長できるか？」に意識を向け

てみましょう。それによって、「衝動性」を「成長へのエネルギー」へと昇華させ、

結果に一喜一憂せず継続的に実力を高めることができるようになるでしょう。 

 

Ø 情熱を活かしながら、継続の仕組みを作る 

牡羊座の「衝動性」は、新しいことを始める爆発的な力になるが、未熟なままだと、

燃え尽きやすく、途中で投げ出してしまうことがあります。そこで、次の興味に移り

たくなったら、「この目標を続けるために、楽しみながら努力する方法はないか？」

と考えてみましょう。それによって、「衝動性」が「持続可能なエネルギー」へと昇

華させ、一時的な興奮ではなく長期的な成果を生み出すことができるようになるでし

ょう。 
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♉ 太陽・牡牛座：「安定させるエネルギー」 

（4/20〜5/20 生まれ）    物事を継続し形あるものへと育て安定させるエネルギー 

 
牡牛座のエネルギーは穏やかで持続的な「安定させるエネルギー」です。支配星である

金星の愛と調和の力が、牡牛座の「土」のエレメントを通して、「愛」「美」「快楽」

「豊かさ」の形で表現されます。その結果、「現実性」「持続性」「感受性」が特徴と

なり、物事をじっくり築き上げ実感できる成果を求める傾向があります。 

 

Ø 「現実性」は、適切に育めば、安定した基盤を築く実践力となります。一方、未熟な

ままだと、柔軟性を欠き、新しい可能性を見逃してしまいます。 

Ø 「持続性」は、適切に育めば、長期的で確実な成果を生み出す力になります。一方、

未熟なままだと、頑固さや現状維持・停滞につながります。 

Ø 「感受性」は、適切に育めば、芸術や快適な環境を求める原動力になります。一方、

未熟なままだと、心地よさを優先しすぎて怠惰や執着を引き起こします。 

 

太陽星座のエネルギーは、自分本来のものなので、月星座のように反対星座を使って克服

するのではなく、太陽エネルギーの出し方をコントロールすることによって育みます。 

この牡牛座の太陽エネルギーを適切に育むことができれば、「地上に楽園を創る人」と

して、自分と周囲に豊かさと安らぎをもたらす存在になれるでしょう。 

 
牡牛座のエネルギーが未熟なままだとどうなるのか 

Ø 忍耐力が頑固さとなり、視野が狭くなって成長が止まってしまう 

「忍耐性」が未熟だと、自分のやり方に固執し、変化を拒む頑固さになる。古い方

法・習慣にこだわることで、視野が狭くなり、成長の機会や可能性を逃してしまう。 

Ø 持続性が執着となり、前に進めなくなる 

「持続性」が未熟だと、物事や人に過度に執着し、手放すべきタイミングを見失う。

終わった関係や過去の成功体験・不要なものを捨てられずに人生が停滞してしまう。 

Ø 物事を深刻に捉えすぎて、引きずってしまう 

「現実性」が未熟だと、一つの失敗やトラブルを必要以上に重大視し、長期間にわた

って引きずり続ける。物事を深刻に捉えすぎて、立ち止まれなくなってしまう。 

Ø 快適さを求めすぎて怠惰になってしまう 

「感受性」が未熟だと、努力を避けて楽な道を選びがちに。心地よい現状に満足し、

本来持っている可能性を発揮する機会を自ら閉ざしてしまう。 

Ø 物質的な豊かさに囚われ、心の充足が得られなくなってしまう 

「現実性」が未熟だと、物質的なものにのみ価値を見出し、内面的な喜びを見失って

しまう。結果として、外見は豊かでも内面的な空虚感や孤独感を抱えてしまう。 
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牡牛座の太陽エネルギーを育むにはどうすればいいか（出し方のコントロール法） 

 

Ø 忍耐力を活かしながら、変化を取り入れる 

牡牛座の「持続性」は、じっくりと物事を築き上げる力になるが、未熟なままだと頑

固さとなって視野が狭まり、変化を拒んでしまいます。そこで、変化を避けたくなっ

たら、いつもと違うやり方をしてみるなど、新しいことを少しだけ取り入れる意識を

してみましょう。そうすることで、「持続性」を「安定しながら成長し続ける力」に

昇華させ、より大きな可能性を引き寄せることができるようになるでしょう。 

 

Ø 現実性を活かしながら、軽やかな気持ちに切り替える 

牡牛座の「現実性」は、地に足をつけて堅実に進む力になるが、未熟なままだと物事

を深刻に捉えすぎて引きずってしまいます。そこで、重く受け止めすぎてしまった

ら、「この問題は本当にそこまで深刻だろうか？」と客観視し、軽く受け流すことを

意識してみましょう。そうすることで、「現実性」を「バランスの取れた現実対応

力」に昇華させ、安定感を保ちながらも軽やかに人生を歩めるようになるでしょう。 

 

Ø 持続性を活かしながら、必要なものと手放すものを見極める 

牡牛座の「持続性」は、長期的に物事を完成させる力になるが、未熟なままだと、執

着となり、前に進めなくなります。そこで、何かにしがみつきたくなったら、「本当

に自分に必要か？」と問いかけ、不要なものや習慣を手放す意識を持ってみましょ

う。そうすることで、「持続性」を「流れを生む持続力」に昇華させ、本当に価値あ

るものに集中して豊かな成果を得られるようになるでしょう。 

 

Ø 快適さを活かしながら、行動とのバランスを取る 

牡牛座の「感受性」は、五感の喜びを育む力になるが、未熟なままだと快適さを求め

すぎて怠惰につながってしまいます。そこで、楽な道を選びたくなったら、「今の快

適さは未来の自分の幸せにつながるのか？」と自問し、長期的な視点で行動すること

を意識してみましょう。そうすることで、「感受性」を「持続可能な豊かさを生む創

造力」に昇華させ、努力を継続しながら真の満足を得られるようになるでしょう。 

 

Ø 物質的な豊かさを活かしながら、心の充足を大切にする 

牡牛座の「現実性」は、物質的な豊かさを生み出す力になるが、未熟なままだと物へ

の執着が強まり、心の充足を後回しにしてしまう。そこで、お金やモノを優先したく

なったら、「これが手に入ったら本当に幸せを感じられるか？」と問いかける意識を

取り入れてみましょう。そうすることで、「現実性」を「物質と精神のバランスを取

る力」へと昇華させ、外面と内面の両方が満たされる真の楽園を創れるようになるで

しょう。 
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♊ 太陽・双子座：「交流するエネルギー」 

（5/21〜6/20 生まれ）  好奇心を持ち、軽やかに動きながら人と情報を結ぶエネルギー 

 
双子座のエネルギーは軽やかで知的な「交流するエネルギー」です。支配星である水星

の知性と交流の力が、双子座の「風」のエレメントを通して、「知性」「好奇心」「適

応力」の形で表現されます。その結果、「柔軟性」「多才性」「社交性」が特徴とな

り、情報や人とのつながりを楽しみ、新しいことを次々と吸収する傾向があります。 

 

Ø 「柔軟性」は、適切に育めば、どんな環境にも素早く適応し変化に対応できる力にな

ります。一方、未熟なままだと、一貫性を欠き、飽きっぽさにつながります。 

Ø 「多才性」は、適切に育めば、多様な分野で活躍する力になります。一方、未熟なま

まだと、広く浅い知識に終わり、深みが欠けてしまいます。 

Ø 「社交性」は、適切に育めば、人と人を繋ぎ会話を通じて影響力を与える力になりま

す。一方、未熟なままだと、表面的な関係に留まり深い人間関係が築けません。 

 

太陽星座のエネルギーは、自分本来のものなので、月星座のように反対星座を使って克服

するのではなく、太陽エネルギーの出し方をコントロールすることによって育みます。 

この双子座の太陽エネルギーを適切に育むことができれば、「人と情報をつなぎ、知を

拡げる伝達者」として、自分と周囲に新たな視点と絆をもたらす存在になれます。 

 
双子座のエネルギーが未熟なままだとどうなるのか 

Ø 多才性が浅薄さに変わり、情報の活用ができない 

「多才性」が未熟だと、多くのことに手を出すが、専門性に到達する前に次の興味へ

移ってしまう。そのため「物知りだけれど実力が伴わない」状態に陥ってしまう。 

Ø 柔軟性が優柔不断につながり、一貫性を欠いてしまう 

「柔軟性」が未熟だと、状況に応じて意見や行動がコロコロ変わり、周囲の信頼を損

ねてしまう。また、状況に合わせるばかりで自分の軸を見失ってしまう。 

Ø コミュニケーションが表面的になり深い人間関係が築けない 

「社交性」が未熟だと、会話が浅く、心のつながりが欠けてしまう。おしゃべりは得

意で多くの人と知り合いにはなれるが、真の友情や信頼が得られなくなってしまう。 

Ø 好奇心が落ち着きの無さにつながり、集中力を欠いてしまう 

「好奇心」が未熟だと、次々と新しいことに手を出し、１つのことを継続できない。

中途半端な状態で投げ出してしまい、達成感や満足感を得る機会を逃してしまう。 

Ø 情報過多で混乱し、決断力が低下してしまう 

「情報収集力」が未熟だと、情報集めの夢中になり、何が重要なのか判断できなくな

る。多くの情報を持つが決断できず「分析麻痺」状態で前に進めなくなってしまう。 
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双子座の太陽エネルギーを育むにはどうすればいいか（出し方のコントロール法） 

 

Ø 柔軟性を活かしながら、自分の軸を持つ 

双子座の「柔軟性」は、どんな状況にも適応できる力になるが、未熟なままだと優柔

不断になって一貫性を失ってしまいます。そこで、新しい意見や考えに流されそうに

なったら「この選択は自分の価値観や目的に合っているか？」と問い直してみましょ

う。それによって、「柔軟性」を「信頼性のある適応力」に昇華させ、変化に対応し

ながらも、一貫した人格として周囲から頼られる存在になるでしょう。 

 

Ø 多才性を活かしながら、深める力を養う 

双子座の「多才性」は、様々な分野の知識を持ち、柔軟に対応する力になるが、未熟

なままだと浅薄さにつながり、知識を活用できないまま終わってしまいます。そこ

で、新しい分野に興味を持ったら、「今取り組んでいることをある程度のレベルまで

深めてから次に進もう」と意識してみましょう。そうすることで、「多才性」を「専

門性と幅広さを兼ね備えた実力」へと昇華させ、知識を成果に変えることができるよ

うになるでしょう。 

 

Ø 社交性を活かしながら、深い人間関係を築く 

双子座の「社交性」は、人をつなげる力になるが、未熟なままだと表面的になって深

い関係が築けません。そこで、軽い会話で済ませたくなったら、「この人ともう一歩

踏み込んだ話をしてみよう」「自分の本音も少し伝えてみよう」という意識を持って

みましょう。そうすることで、「社交性」を「心をつなぐ交流力」に昇華させ、「広

く浅く」ではなく「広く深い」人間関係を築くことができるようになるでしょう。 

 

Ø 好奇心を活かしながら、集中力を鍛える 

双子座の「好奇心」は、新しいことを学び続ける原動力となるが、未熟なままだと落

ち着きがなくなって集中力を欠いてしまいます。そこで、次々に興味が移りそうにな

ったら、「次に進む前に、今やっていることがしっかり身についているか？」を確認

する意識を持ちましょう。そうすることで、「好奇心」を「成果を生む探究力」に昇

華させ、最後までやりとげることができるようになるでしょう。 

 

Ø 情報収集力を活用しながら、決断力を鍛える 

双子座の「情報収集力」は、多くの選択肢を持ち、知恵を生み出す力になるが、未熟

なままだと混乱を招いて決断力が低下してしまいます。そこで、情報を際限なく集め

たくなったら、「この情報は今の私の課題解決に本当に必要か？」と自問してみまし

ょう。そうすることで、「情報収集力」を「適切な判断を支える知性」に昇華させ、

情報を智恵に変えて明確な選択ができるようになるでしょう。 
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♋ 太陽・蟹座：「育むエネルギー」 

（6/21〜7/22 生まれ）  共感し、支え合い、安心できる基盤をつくるエネルギー 

 
蟹座のエネルギーは温かく保護的な「育むエネルギー」です。支配星である月の感情と

本能の力が、蟹座の「水」のエレメントを通して、「愛情」「家庭」「絆」の形で表現

されます。その結果、「感受性」「共感性」「保護性」が特徴となり、自分や周囲を大

切に守り、感情的なつながりを築く傾向があります。 

 

Ø 「感受性」は、適切に育めば、周囲の感情を敏感に察知し、深く共感できる力になり

ます。一方、未熟なままだと、感情に振り回されやすくなってしまいます。 

Ø 「共感性」は、適切に育めば、人の気持を理解し心のつながりを築く力になります。

一方、未熟なままだと、相手に合わせすぎて自分を犠牲にしてしまいます。 

Ø 「保護性」は、適切に育めば、自分や周囲を安心できる環境で守る力になります。一

方、未熟なままだと、過保護になり、相手の成長を妨げてしまいます。 

 

太陽星座のエネルギーは、自分本来のものなので、月星座のように反対星座を使って克服

するのではなく、太陽エネルギーの出し方をコントロールすることによって育みます。 

この蟹座の太陽エネルギーを適切に育むことができれば、「愛と安心を育む守護者」と

して、自分と周囲に安心と癒しをもたらす存在になれるでしょう。 

 
蟹座のエネルギーが未熟なままだとどうなるのか 

Ø 感受性が過敏になり、感情に振り回されてしまう 

「感受性」が未熟だと、他者の感情や状況に過敏に反応しすぎる。人の言葉に過剰に

反応して、気分が左右され、感情が不安定になりやすくなる。 

Ø 共感性が過剰になり、自分を犠牲にしてしまう 

「共感性」が未熟だと、人の気持ちを優先しすぎて、自分の本音を抑え込んでしま

う。断ることに罪悪感を感じ、結果的に心身が疲れ切ってしまう。 

Ø 過保護になって、依存関係を生み出してしまう 

「保護性」が未熟だと、大切な人を守りたい意識が強すぎて過干渉になる。家族等を

必要以上に世話し、相手の自立を妨げ、成長する機会を奪ってしまう。 

Ø 過去の感情を引きずり、前に進めなくなってしまう 

「感受性」が未熟だと、過去の出来事に強く執着して新しい挑戦や人間関係を避けが

ちになる。過去の傷ついた経験から恐れが先に立ち、人生の可能性を狭めてしまう。 

Ø 感情の波に飲まれ、冷静な判断ができなくなってしまう 

「感受性」が未熟だと、感情の起伏に流されやすくなり、状況を客観的に見るのが難

しくなる。感情的になりすぎて衝動的な行動を取り、後悔してしまう。 
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蟹座の太陽エネルギーを育むにはどうすればいいか（出し方のコントロール法） 

 

Ø 感受性を活かしながら、冷静な視点を持つ 

蟹座の「感受性」は、他者の気持ちを深く理解し共感する力になるが、未熟なままだ

と感情に振り回されてしまいます。そこで、他者に過剰に反応したくなったら「これ

は本当に自分の感情か？必要以上に影響を受けていないか？」と冷静に振り返り、深

呼吸などで自分の中心に戻る習慣をつけましょう。そうすることで、「感受性」を

「穏やかな共感力」に昇華させ、感情を安定させて過ごせるようになるでしょう。 

 

Ø 共感性を活かしながら、自分の本音も大切にする 

蟹座の「共感性」は、人との深いつながりを生む力になるが、未熟なままだと自分を

犠牲にしてしまいます。そこで、自分が犠牲になっていると感じたら「自分の気持を

伝えることはできないか？」と自問してみましょう。そうすることで、「共感性」を

「人と繋がりながらも自分を大切にする力」へと昇華させ、健全な人間関係を築くこ

とができるようになるでしょう。 

 

Ø 保護性を活かしながら、相手の成長を促す 

蟹座の「保護性」は、大切な人を支える力になるが、未熟なままだと過保護になって

依存を生んでしまいます。そこで、過剰に干渉したくなったら、「このサポートは相

手の成長につながるか」と考え、必要以上に手を出しすぎず、見守ることを意識して

みましょう。そうすることで、「保護性」を「成長を支える保護力」に昇華させ、相

手の可能性を信じながら適切なサポートができるようになるでしょう。 

 

Ø 過去の感情を手放し、新しい未来を迎える 

蟹座の「感受性」は、思い出や経験を大切にする力になるが、未熟なままだと過去に

囚われてしまいます。そこで、辛い記憶が蘇ったら「この経験から何を学び、今の私

にどう活かせるだろうか？」という視点を意識してみましょう。そうすることで、

「感受性」を「過去を智慧に変える力」に昇華させ、経験を糧にしたより充実した人

生を歩めるようになるでしょう。 

 

Ø 感情の波を受け入れながらも、冷静な判断力を養う 

蟹座の「感受性」は、豊かな感情を持ち、人とのつながりを深める力になるが、未熟

なままだと感情の波に飲まれ、理性的な判断が難しくなります。そこで、感情的にな

りそうになったら、その気持ちを一旦言葉にして、一歩引いて現状を見る練習をして

みましょう。そうすることで、「感受性」を「感情と理性のバランスを取る力」に昇

華させ、状況に応じた適切な対応ができるようになるでしょう。 
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♌ 太陽・獅子座：「輝くエネルギー」 

（7/23〜8/22 生まれ）  自分を輝かせ、周囲にインスピレーションを与えるエネルギー 

 
獅子座のエネルギーは堂々として劇的な「輝くエネルギー」です。支配星である太陽の

生命力と個性の力が、獅子座の「火」のエレメントを通して、「自信」「創造」「リー

ダーシップ」の形で表現されます。その結果、「自己表現性」「創造性」「影響力」が

特徴となり、自分を大胆に表現し、周囲を巻き込む傾向があります。 

 

Ø 「自己表現性」は、適切に育めば、自分の個性を堂々と示し周囲に影響を与える力に

なります。一方、未熟なままだと、自己中心的になりやすくなってしまいます。 

Ø 「創造性」は、適切に育めば、新しいアイデアやインスピレーションを生み出す力に

なります。一方、未熟なままだと、結果ばかりを求めすぎてしまいます。 

Ø 「影響力」は、適切に育めば、人々を惹きつけ自然と注目を集める力になります。一

方、未熟なままだと、過剰な承認欲求や目立ちたがり屋に陥ってしまいます。 

 

太陽星座のエネルギーは、自分本来のものなので、月星座のように反対星座を使って克服

するのではなく、太陽エネルギーの出し方をコントロールすることによって育みます。 

この獅子座の太陽エネルギーを適切に育むことができれば「自分の光を放ち、人々を照

らす創造者」として、自分と周囲にひらめきと喜びをもたらす存在になれるでしょう。 

 
獅子座のエネルギーが未熟なままだとどうなるのか 

Ø 自己表現が強すぎて、自己中心的になってしまう 

「自己表現性」が未熟だと、自分の意見や考えを押し通し、周囲の意見を軽視してし

まう。その結果、「自分勝手」「配慮がない」と思われ、人間関係に亀裂が生じる。 

Ø 創造性が承認欲求に支配され、本来の発想力を失ってしまう 

「創造性」が未熟だと、「評価されたい」欲が強くなりすぎて、結果を出すことばか

りに意識が向く。その結果、本来持っている豊かな発想力を発揮できなくなる。 

Ø 影響力への執着から、他者の評価に依存してしまう 

「影響力」が未熟だと、周囲からの称賛を求めすぎて自分の価値を他人の反応で決め

てしまう。認められなければ意味がないと思い込み、自分らしさを見失う。 

Ø プライドが高くなりすぎて、失敗を恐れてしまう 

「自己表現性」が未熟だと、完璧な自分を維持することに固執し、弱さを見せること

や失敗を極端に恐れる。その結果、新しい挑戦やフィードバックを避けてしまう。 

Ø 周囲との調和を欠き、協力関係が築けなくなってしまう 

「影響力」が未熟だと、「自分がリーダー」との思いが強すぎて、他人の意見や提案

に耳を貸さなくなる。その結果、周囲の協力を得られず、孤立してしまう。 
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獅子座の太陽エネルギーを育むにはどうすればいいか（出し方のコントロール法） 

 

Ø 自己表現を活かしながら、周囲との調和を大切にする 

獅子座の「自己表現性」は、自分の個性を堂々と示し、周囲に好影響を与える力にな

るが、未熟なままだと自己中心的となって協調性を失ってしまう。そこで、自己主張

したくなったら、相手の意見に耳を傾けることを意識してみましょう。そうすること

で、「自己表現性」を「相互理解を深めながら影響を与える力」に昇華させ、より建

設的なコミュニケーションを取ることができるようになるでしょう。 

 

Ø 創造性を活かしながら、プロセスを楽しむ余裕を持つ 

獅子座の「創造性」は、新しいアイデアやひらめきを生み出す力になるが、未熟なま

まだと結果ばかり気にして楽しむ余裕を失ってしまう。そこで、結果を気にしすぎて

しまうようであれば、純粋に楽しむことを意識してみましょう。そうすることで、

「創造性」を「自由な発想力」に昇華させ、より伸びやかに自己表現をすることが 

できるようになるでしょう。 

 

Ø 影響力を活かしながら、自己評価の軸を持つ 

獅子座の「影響力」は、人を惹きつけ、注目を集める力になるが、未熟なままだと承

認欲求に偏り、他人の評価に依存してしまいます。そこで、認められたいという気持

ちが強くなったら、「自分が本当に大切にしたい価値は何か？」を振り返ってみまし

ょう。そうすることで、「影響力」を「内面の豊かさから生まれる自然な魅力」に昇

華させ、他者の評価に左右されない安定した自信を育むことができるようになるでし

ょう。 

 

Ø プライドを活かしながら、学習機会として失敗を受け入れる 

獅子座の「自己表現性」は、自信を持って前に進む力になるが、未熟なままだと失敗

を恐れ、新しい挑戦を避けてしまいます。そこで、完璧でいたいという気持ちが強く

なったら、「挑戦そのものが自分を成長させる」ということを意識してみましょう。

そうすることで、「自己表現性」を「失敗を恐れずに進む強さ」へと昇華させ、より

より大胆で成長につながる行動を取れるようになるでしょう。 

 

Ø リーダーシップを活かしながら、周囲と協力する姿勢を持つ 

獅子座の「影響力」は、周囲を引っ張るリーダーシップを発揮する力になるが、未熟

なままだと支配的になって反発を招いてしまいます。そこで、命令したり、自分だけ

で進めたくなったら、周囲に協力を求めることを意識してみましょう。そうすること

で、「影響力」を「周囲の力を引き出しながら共に成果を創る統率力」へと昇華さ

せ、一人では達成できない大きな成果を上げるとともに、チームとともに自分も輝け

るようになるでしょう。 
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♍ 太陽・乙女座：「整えるエネルギー」 

（8/23〜9/22 生まれ）  物事を細かく分析して、効率的に改善するエネルギー 

 
乙女座のエネルギーは実践的で緻密な「整えるエネルギー」です。支配星である水星の

知性と分析の力が、乙女座の「土」のエレメントを通して、「分析」「奉仕」「秩序」

の形で表現されます。その結果、「分析性」「実務性」「奉仕性」が特徴となり、物事

を整理し、役に立つ形で仕上げる傾向があります。 

 

Ø 「分析性」は、適切に育めば、状況を的確に把握し問題を論理的に解決する力になり

ます。一方、未熟なままだと、過剰な批判や完璧主義に陥ってしまいます。 

Ø 「実務性」は、適切に育めば、効率よく物事を進め、具体的な成果を出す力になりま

す。一方、未熟なままだと、実用性に固執しすぎて柔軟性を失ってしまいます。 

Ø 「奉仕性」は、適切に育めば、人の役に立ち周囲をサポートする力になります。一

方、未熟なままだと、自分を後回しにし過ぎて、自己犠牲に陥ってしまいます。 

 

太陽星座のエネルギーは、自分本来のものなので、月星座のように反対星座を使って克服

するのではなく、太陽エネルギーの出し方をコントロールすることによって育みます。 

この乙女座の太陽エネルギーを適切に育むことができれば「世界を整え、価値を生み出

す調律者」として、自分と周囲にひらめきと喜びをもたらす存在になれるでしょう。 

 
乙女座のエネルギーが未熟なままだとどうなるのか 

Ø 過剰批判に陥って、人間関係が悪化してしまう 

「分析性」が未熟だと、優れた洞察力が批判的な視点に偏ってしまい欠点ばかりに目

が向く。人のミスを必要以上に批判して信頼を失い、人間関係が悪化してしまう。 

Ø 完璧主義に陥って、行動が起こせなくなってしまう 

「分析性」が未熟だと、細かいことに囚われすぎて物事を進めるのが遅くなる。完璧

に準備しなければという思考パターンに陥り、絶好のタイミングを逃してしまう。 

Ø 実務性が柔軟性を欠き、視野が狭くなってしまう 

「実務性」が未熟だと、実用性にこだわりすぎて一見無駄に見えるプロセスや人間的

温かみを軽視する。結果として機能的だが魅力に欠ける成果しか生み出せなくなる。 

Ø 奉仕性が強くなりすぎて、自己犠牲に陥ってしまう 

「奉仕性」が未熟だと、人の役に立とうとする余り、自分のことを後回しにしてしま

う。他人のために無理をしすぎて、心身が疲れ果ててしまう。 

Ø 秩序へのこだわりが硬直化し、適応できなくなってしまう 

「秩序性」が未熟だと、予定やルールから外れることを極度に嫌う。その結果、予定

外の変化に対応できずにパニックに陥ってしまう。 
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乙女座の太陽エネルギーを育むにはどうすればいいか（出し方のコントロール法） 

 

Ø 分析性を活かしながら、批判ではなく建設的な視点を持つ 

乙女座の「分析性」は、細かい点に気づき改善策を見つける力になるが、未熟なまま

だと過剰批判になって人間関係が悪化してしまいます。そこで、欠点を指摘したくな

ったら、「この指摘は相手を成長させるためか？それとも単なる批判か？」を考える

ことを意識してみましょう。そうすることで、「分析性」を「共感できる洞察力」に

昇華させ、信頼を築きながら、調和をもたらすことができるようになるでしょう。 

 

Ø 完璧を求めすぎず、改善を重ねる姿勢を大切にする 

乙女座の「分析性」は、高品質な成果を創る力になるが、未熟なままだと完璧主義に

陥って行動が起こせなくなってしまいます。そこで、完璧を求めすぎたら「まずはで

きる範囲でやってみて、実践の中で改善していく」ことを意識してみましょう。そう

することで、「分析性」を「継続的改善力」に昇華させ、スムーズに目標に向かいな

がら、結果として完璧に近い成果を生み出せるようになるでしょう。 

 

Ø 実務性を活かしながら、新しい可能性にも目を向ける 

乙女座の「実務性」は、具体的な成果を生む力になるが、未熟なままだと柔軟性を欠

いて視野が狭くなってしまいます。そこで、一見非効率に見えるアイデアを拒絶した

くなったら、すぐに却下する前に少し試してみることを意識してみましょう。そうす

ることで、「実務性」を「創造的な実行力」に昇華させ、より広い成果を創り出すこ

とができるようになるでしょう。 

 

Ø 奉仕性を活かしながら、自分のケアも大切にする 

乙女座の「奉仕性」は、人を助け、サポートする力になるが、未熟なままだと自己犠

牲に陥ってしまいます。そこで、他人のために無理をしたくなったら、「助ける前に

まず自分の状態はどうか？」と自分のケアを意識するようにしましょう。そうするこ

とで、「奉仕性」を「持続可能なサポート力」に昇華させ、自分を大切にしながら周

囲に価値を提供し続けられるようになるでしょう。 

 

Ø 秩序を大切にしながらも、変化に適応する力を育む 

乙女座の「秩序性」は、安心をもたらす力になるが、未熟なままだと硬直化して変化

に適応できなくなってしまいます。そこで、ルールや計画に固執したくなったら、

「この変化の中にも新しい可能性があるのでは？」と考えてみることを意識してみま

しょう。そうすることで、「秩序性」を「適応力のある安定性」に昇華させ、変化の

中でも成長し続けることができるようになるでしょう。 
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♎ 太陽・天秤座：「調和させるエネルギー」 

（9/23〜10/22 生まれ）  人と人をつなぎ、美しい関係性を築くエネルギー 

 
天秤座のエネルギーは優雅でバランスを求める「調和させるエネルギー」です。支配星

である金星の愛と調和の力が、天秤座の「風」のエレメントを通じて、「美意識」「公

平さ」「対人関係」の形で表現されます。その結果、「調和性」「社交性」「洗練性」

が特徴となり、人々や環境を美しく結びつける傾向があります。 

 

Ø 「調和性」は、適切に育めば、平和を築く力になります。一方、未熟なままだと、対

立を避けすぎて自己主張が弱まってしまいます。 

Ø 「社交性」は、適切に育めば、人間関係を円滑にする力になります。一方、未熟なま

まだと、表面的な付き合いや人の目を気にしすぎて本音を隠してしまいます。 

Ø 「洗練性」は、適切に育めば、品のある環境や関係性を作る力になります。一方、未

熟なままだと、表面的な美しさにこだわって本質を見失ってしまいます。 

 

太陽星座のエネルギーは、自分本来のものなので、月星座のように反対星座を使って克服

するのではなく、太陽エネルギーの出し方をコントロールすることによって育みます。 

この天秤座の太陽エネルギーを適切に育むことができれば「バランスを創り出す調停

者」として、自分と周囲にひらめきと喜びをもたらす存在になれるでしょう。 

 
天秤座のエネルギーが未熟なままだとどうなるのか 

Ø 人間関係が表面的になって、深い関係が築けなくなる 

「社交性」が未熟だと、広く浅い付き合いに終始してしまう。その結果、多くの人と

友達になるが、自分の本音が出せずに心から信頼できる関係を築くことができない。 

Ø 対立を避けすぎて、自分の意見が持てなくなってしまう 

「調和性」が未熟だと、衝突を避けるために自分の意見を抑えてしまう。その結果、

重要な局面でも曖昧な態度を取り続け、不満を溜め込み、周囲からの信頼も失う。 

Ø 優柔不断になって、決断が遅くなってしまう 

「調和性」が未熟だと、あらゆる立場を考慮しすぎて適切なタイミングで決断できな

くなる。どちらが良いか決めきれずに、チャンスを逃してしまう。 

Ø 見た目にこだわりすぎて、中身を軽視してしまう 

「洗練性」が未熟だと、美しさや見栄にとらわれてしまう。外見を整えることに力を

入れすぎて内面的な成長をおろそかにし、真の成長や深い満足感を得られなくなる。 

Ø 人間関係のバランスを取りすぎて、疲弊してしまう 

「調和性」が未熟だと、人間関係の調整を頑張りすぎてしまう。常に他者の機嫌を取

ろうとするあまり、精神的に消耗し、自分らしさを見失ってしまう。 
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天秤座の太陽エネルギーを育むにはどうすればいいか（出し方のコントロール法） 

 

Ø 社交性を活かしながら、深い人間関係を築く 

天秤座の「社交性」は、人間関係をスムーズにし、調和を生む力になるが、未熟なま

まだと表面的な関係に留まってしまいます。そこで、社交的に振る舞いたくなった

ら、「この人と本当の意味でつながるには何を共有すべきか？」を意識してみましょ

う。そうすることで、「社交性」を「心をつなぐ魅力」に昇華させ、より豊かな交流

を育むことができるようになるでしょう。 

 

Ø 調和性を活かしながら、自分の意見をしっかり持つ 

天秤座の「調和性」は、平和を築く力になるが、未熟なままだと対立を避ける余り、

自分の意見を押し殺してしまいます。そこで、衝突を避けたくなったら、穏やかに自

分の考えを伝えることを意識してみましょう。そうすることで、「調和性」を「バラ

ンスの取れた調停力」に昇華させ、自分の立場を保ちながら、調和を創ることができ

るようになるでしょう。 

 

Ø バランス感覚を活かしながら、決断する勇気を持つ 

天秤座の「調和性」は、バランスを保つ力になるが、未熟なままだと優柔不断に陥っ

てしまい、決断できなくなってしまいます。そこで、決めることに迷ったら「今の自

分にとってベストの選択は何か？」を意識してみましょう。そうすることで、「調和

性」を「的確な判断をしながら行動する力」に昇華させ、チャンスを逃さずに前に進

めるようになるでしょう。 

 

Ø 洗練性を活かしながら、内面を磨くことを意識する 

天秤座の「洗練性」は、美しさや調和を求める力になるが、未熟なままだと、見た目

ばかりにこだわり、表面的な部分に囚われてしまいます。そこで、見栄を張りたくな

ったら、「これは内面の充実と調和しているか？」を問いかけることを意識してみま

しょう。そうすることで、「洗練性」を「内外一致した魅力」へと昇華させ、より深

みのある魅力に育てることができるようになるでしょう。 

 

Ø 人間関係の調整力を活かしながら、自分の負担を減らす 

天秤座の「調和性」は、人間関係を調整し、円滑にする力になるが、未熟なままだ

と、自己犠牲に陥ってしまいます。そこで、自分が調停することに負担を感じたら、

流れに任せることを意識してみましょう。そうすることで、「調和性」を「関係性の

調整をしながら、自分の負担を減らして心地よく生きる力」に昇華させ、無理ない人

間関係を築くことができるようになるでしょう。 
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♏ 太陽・蠍座：「変容させるエネルギー」 

（10/23〜11/21 生まれ） 内面の奥深くに入り込み、真実を見極めるエネルギー 

 
蠍座のエネルギーは深く強烈な「変容させるエネルギー」です。支配星である冥王星

（副支配星：火星）の再生と闘争の力が、蠍座の「水」のエレメントを通して、「変

容」「洞察」「情熱」の形で表現されます。その結果、「探求性」「変容性」「結束

性」が特徴となり、深い感情と直感を通じて物事を根本から変える傾向があります。 

 

Ø 「探求性」は、適切に育めば、物事の奥深くに入り込み真実を見抜く力になります。

一方、未熟なままだと、執着や疑心暗鬼・過剰な詮索につながってしまいます。 

Ø 「変容性」は、適切に育めば、自己や状況を根本から変える力になります。一方、未

熟なままだと、極端な行動や感情の爆発・復讐心につながってしまいます。 

Ø 「結束性」は、適切に育めば、強い信頼関係を築き、人との深い絆を生む力になりま

す。一方、未熟なままだと、独占欲や過剰依存から人間関係が重くなります 

 

太陽星座のエネルギーは、自分本来のものなので、月星座のように反対星座を使って克服

するのではなく、太陽エネルギーの出し方をコントロールすることによって育みます。 

この蠍座の太陽エネルギーを適切に育むことができれば「魂の奥深くを探求し、変容を

促す変革者」として、自分と周囲に再生と成長をもたらす存在になれるでしょう。 

 
蠍座のエネルギーが未熟なままだとどうなるのか 

Ø 探求性が執着になり、物事を手放せなくなる 

「探求性」が未熟だと、本来の深い洞察力が歪んで、過去の出来事や人間関係に過度

に固執してしまう。過去の失敗に囚われ続け、前進することができなくなる。 

Ø 独占欲が強くなり、人間関係が重くなってしまう 

「結束性」が未熟だと、深いつながりを求める気持ちが歪んで、相手を束縛したり監

視したりしてしまう。その結果、相手が息苦しさを感じ、関係が破綻してしまう。 

Ø 感情の強さから、破壊的な行動を取ってしまう 

「変容性」が未熟だと、変化への衝動が制御できずに、建設的ではない形で現れてし

まう。結果、怒りや嫉妬が暴走して相手を傷つけたり、修復困難な状況を生み出す。 

Ø 秘密主義が孤立を招き、理解されなくなってしまう 

「探求性」が未熟だと、自分の内面を守ろうとするあまり、本当の気持ちや考えを誰

にも明かさなくなる。その結果、周囲から距離をおかれ、孤立感を深めてしまう。 

Ø 全てをコントロールしようとして、苦しくなってしまう 

「結束性」が未熟だと、人や状況をコントロールしようとし過ぎてしまう。結果、コ

ントロールできない状況に直面するたびに強いストレスと無力感を感じてしまう。 



【別冊４】太陽星座のエネルギーとその育成方法 

2025©Telulu LLC 17 

蠍座の太陽エネルギーを育むにはどうすればいいか（出し方のコントロール法） 

 

Ø 探究性を活かしながら、執着を手放す 

蠍座の「探求性」は、物事の本質を見抜き、深い理解を得る力となるが、未熟なまま

だと執着に変わって前に進めなくなってしまいます。そこで、過去のことを考え続け

てしまったら、「今これを考える必要があるのか？」と自問し、手放すことを意識し

てみましょう。そうすることで、「探求性」を「再生を促す持続力」に昇華させ、経

験を糧にして新たな可能性を見出すことができるようになるでしょう。 

 

Ø 結束性を活かしながら、人間関係で健全な距離感を保つ 

蠍座の「結束性」は、人との深い絆を生む力になるが、未熟なままだと独占欲や疑心

暗鬼・依存に変わってしまいます。そこで、相手に強く執着しそうになったら、相手

を信じて適切な距離感を保つことを意識してみましょう。そうすることで、「結束

性」を「お互いの個性を尊重しながら深いつながりを築く力」に昇華させ、より豊か

で成熟した人間関係を築くことができるようになるでしょう。 

 

Ø 変容性を活かしながら、感情をコントロールする 

蠍座の「変容性」は、変革を起こす力になるが、未熟なままだと破壊的な行動につな

がってしまいます。そこで、極端な行動をする衝動に駆られたら、深呼吸して自分を

落ち着け、「この行動は建設的な変化をもたらすか？」と一度立ち止まって考えるこ

とを意識してみましょう。そうすることで、「変容性」を「意図的で建設的な変革

力」に昇華させ、破壊的ではなく、自分と周囲により良い変化を創り出すことができ

るようになるでしょう。 

 

Ø 内に秘める強さを活かしながら、心を開くことを意識する 

蠍座の「内に秘める力」は自分の深い感情を守りながら、信頼できる人と強い絆を築

く力になるが、未熟なままだと秘密主義になって孤立を招いてしまいます。そこで、

心を閉ざしたくなったら、「この人との関係を深めるために、どの程度なら自分をオ

ープンにできるか？」を考えてみましょう。そうすることで、「内に秘める力」を

「適切な自己開示ができる力」に昇華させ、自分を守りながら、より深い信頼関係を

築くことができるようになるでしょう。。 

 

Ø 結束性を活かしながら、コントロールを手放す 

蠍座の「結束性」は、人との深い関係を築き、状況をコントロールする力になるが、

未熟なままだと全てを支配しようとして苦しくなってしまいます。そこで、状況や人

をコントロールしたくなったら「この状況は自分の力で変えられるものなのか？」と

冷静に判断し、必要ないコントロールを手放すようにしましょう。そうすることで、

「結束性」を「影響力を適切に使う力」に昇華させ、無理な支配をせずに自然な形で

良い関係を築くことができるようになるでしょう。 
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♐ 太陽・射手座：「探求するエネルギー」 

（11/22〜12/21 生まれ） 冒険し、視野を広げ、新しい可能性を追い求めるエネルギー 

 
射手座のエネルギーは自由で拡大志向の「探求するエネルギー」です。支配星である木

星の成長と拡大の力が、射手座の「火」のエレメントを通して、「冒険」「探究」「楽

観」の形で表現されます。その結果、「冒険性」「自由性」「楽観性」が特徴となり、

新しい経験や知識を求め、広い視野で物事を捉える傾向があります。 

 

Ø 「冒険性」は、適切に育めば、新しい道を切り拓く力になります。一方、未熟なまま

だと、無計画な行動や無責任につながってしまいます。 

Ø 「自由性」は、適切に育めば、可能性を拡げる力になります。一方、未熟なままだ

と、責任を回避しがちになり、孤立や無秩序につながってしまいます。 

Ø 「楽観性」は、適切に育めば、未来を信じポジティブに進む力になります。一方、未

熟なままだと、過信や現実逃避につながってしまいます 

 

太陽星座のエネルギーは、自分本来のものなので、月星座のように反対星座を使って克服

するのではなく、太陽エネルギーの出し方をコントロールすることによって育みます。 

この射手座の太陽エネルギーを適切に育むことができれば「自由と真理を求め、世界を

拡げる探求者」として、自分と周囲に成長と可能性をもたらす存在になれるでしょう。 

 
射手座のエネルギーが未熟なままだとどうなるのか 

Ø 自由性が無責任となり、信頼を失ってしまう 

「自由性」が未熟だと、束縛を嫌うあまり、やるべきことを後回しにしてしまう。約

束やルールを簡単に破ったり、責任回避することで周囲からの信頼を失ってしまう。 

Ø 自由性が孤立を招き、人間関係が希薄になってしまう 

「自由性」が未熟だと、深い関わりを「束縛」と感じるため、表面的な関係ばかりを

求めるようになる。自由を求めながら孤独感に苛まれ、大切な人との関係も壊れる。 

Ø 楽観性から現実逃避につながり、現実が見えなくなってしまう 

「楽観性」が未熟だと、根拠のない楽観論で現実的な問題を先送りしがちに。理想論

や可能性論ばかりを語って具体的な解決策を考えず、状況が悪化してしまう。 

Ø 過信が失敗を招き、成長が止まってしまう 

「楽観性」が未熟だと、自分の能力を過信してしまう。「なんとかなる」という甘い

見通しで必要な準備や努力を怠ってしまい、失敗を繰り返すことで成長機会を逃す。 

Ø 冒険性が無謀となり、準備不足で失敗しやすくなる 

「冒険性」が未熟だと、計画を立てずに突っ込んでしまう。「とりあえずやってみよ

う」と意気込むものの、準備不足で避けられたはずの失敗や損失を招いてしまう。 
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射手座の太陽エネルギーを育むにはどうすればいいか（出し方のコントロール法） 

 

Ø 自由を活かしながら、責任を持って行動する 

射手座の「自由性」は、可能性を拡げる力になるが、未熟なままだと無責任になって

信頼を失ってしまいます。そこで、やるべきことを後回しにしたくなったら、「この

責任を果たすことで、どんな可能性が拡がるか？」を意識してみましょう。そうする

ことで、「自由性」を「責任を通じてより大きな自由を手に入れる力」に昇華させ、

周囲の信頼を得ながら、可能性を拡げることができるようになるでしょう。 

 

Ø 自由を活かしながら、深い人間関係を築く 

射手座の「自由性」は自分らしく生きる力になるが、未熟なままだと人間関係が希薄

になり、孤立してしまいます。そこで、人間関係を避けたくなったら、「この人との

関係を深めることで、どんな新しい世界が見えるだろうか？」と意識してみましょ

う。そうすることで、「自由性」を「自由を大切にしながら人との関係を深める力」

に昇華させ、心の支えとなる人間関係を築くことができるようになるでしょう。 

 

Ø 楽観性を活かしながら、現実をしっかり見据える 

射手座の「楽観性」は、ポジティブな視点を持ち、前向きに挑戦する力になるが、未

熟なままだと現実逃避につながってしまいます。そこで、問題から目を逸らしたくな

ったら、「この困難を乗り越えることで、どんな成長が得られるか？」と捉え直し、

具体的な対策を考えることを意識してみましょう。そうすることで、「楽観性」を

「現実を受け入れながらも前向きに解決策を見つける力」に昇華させ、状況を改善し

ながら成長と達成感を得られるようになるでしょう。 

 

Ø 自信を持ちながらも、謙虚に学び続ける姿勢を保つ 

射手座の「楽観性」は未来を信じ、自信を持って行動する力になるが、未熟なままだ

と自分を過大評価し必要な努力を怠ってしまいます。そこで、過信しそうになった

ら、「本当にこれで目標達成できるのか？」と自問し、現実的に考えることを意識し

てみましょう。そうすることで、「楽観性」を「自信と謙虚さを両立させる成長マイ

ンド」に昇華させ、継続的な学びを通じて成長が実現できるようになるでしょう。 

 

Ø 冒険性を活かしながら、戦略的に挑戦する 

射手座の「冒険性」は、新しい道を切り開く力になるが、未熟なままだと無謀な行動

になってしまいます。そこで、衝動的に行動したくなったら、「成功確率を高めるた

めに、今何を準備すべきか？」を考えることを意識してみましょう。そうすること

で、「冒険性」を「計画的な開拓力」に昇華させ、リスクを最小化しながら確実に成

果を上げることができるようになるでしょう。 
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♑ 太陽・山羊座：「構築するエネルギー」 

（12/22〜1/19 生まれ） 忍耐強く努力し、確実に成果を積み上げるエネルギー 

 
山羊座のエネルギーは堅実で目標志向の「構築するエネルギー」です。支配星である土

星の規律と責任の力が、山羊座の「土」のエレメントを通して、「責任」「野心」「秩

序」の形で表現されます。その結果、「責務性」「忍耐性」「計画性」が特徴となり、

長期的な視点で物事を築き上げる傾向があります。 

 

Ø 「責務性」は、適切に育めば、信頼を築く力になります。一方、未熟なままだと、過

剰なプレッシャーや頑固さにつながってしまいます。 

Ø 「忍耐性」は、適切に育めば、困難を乗り越える力になります。一方、未熟なままだ

と、無理を重ねて疲弊し、目標を見失ってただ耐えるだけになってしまいます。 

Ø 「計画性」は、適切に育めば、目標に向かって着実に進む力になります。一方、未熟

なままだと、柔軟性を欠き、変化への対応ができなくなってしまいます 

 

太陽星座のエネルギーは、自分本来のものなので、月星座のように反対星座を使って克服

するのではなく、太陽エネルギーの出し方をコントロールすることによって育みます。 

この山羊座の太陽エネルギーを適切に育むことができれば「社会に価値を置き、未来を

創る建設者」として、自分と周囲に安定と成長をもたらす存在になれるでしょう。 

 
山羊座のエネルギーが未熟なままだとどうなるのか 

Ø 計画性が固執になり、変化に対応できなくなってしまう 

「計画性」が未熟だと、過去の成功体験に囚われて新しいアプローチを拒絶しがちに

なる。頑なに従来のやり方に固執し、結果として成長の機会を失ってしまう。 

Ø 責任感が過度なプレッシャーになり、心身が疲弊してしまう 

「責務性」が未熟だと、全てを一人で背負いすぎて精神的に追い詰められる。適切な

委任や協力を求めることに罪悪感を覚え、結果的に心身を疲弊させてしまう。 

Ø 結果を求めすぎて、楽しむ余裕を失ってしまう 

「計画性」が未熟だと、達成だけを重視してプロセスで得られる学びや達成感を軽視

してしまう。常に結果だけを追い求め、人生の充実感や喜びを感じられなくなる。 

Ø 野心が冷淡さにつながり、人間関係が希薄になってしまう 

「責務性」が未熟だと、目標達成のためなら人間関係を犠牲にしても構わないという

発想になりがち。成功のために仲間を平気で切り捨て、信頼関係を失ってしまう。 

Ø 自己評価が厳しくなり、自分を追い込みすぎてしまう 

「責務性」が未熟だと、完璧主義に陥り小さな失敗も許せなくなる。「まだまだ足り

ない」と思い続けて適切な自己評価ができず、いつまでも満足感が得られない。 
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山羊座の太陽エネルギーを育むにはどうすればいいか（出し方のコントロール法） 

 

Ø 計画性を活かしながら、変化に柔軟に対応する 

山羊座の「計画性」は、目標に向かって着実に進む力になるが、未熟なままだと固執

になって変化に対応できなくなります。そこで、既存の方法に固執したくなったら

「この方法で最適か？」と考え、新しい方法も試すことを意識してみましょう。そう

することで、「計画性」を「柔軟な構築力」に昇華させ、よりよい選択肢を受け入

れ、変化を味方につけて効果的に成功へと進めるようになるでしょう。 

 

Ø 責任感を活かしながら、負担を適切に分担する 

山羊座の「責務性」は、信頼を築く力になるが、未熟なままだと一人で抱え込みすぎ

て疲弊してしまいます。そこで、「全て自分がやらないといけない」と感じたら、周

囲を頼ることを意識してみましょう。そうすることで、「責務性」を「周囲と協力し

て成果を生む力」に昇華させ、心身の健康を保ちながら、目標に向かうことができる

ようになるでしょう。 

 

Ø 結果を求めながらも、プロセスを楽しむ意識を持つ 

山羊座の「計画性」は、目標を達成する力になるが、未熟なままだと結果を求めすぎ

て楽しむ余裕を失ってしまいます。そこで、結果だけに目が向きそうになったら、

「この過程で得られる学びや楽しみはなにか？」を意識してみましょう。そうするこ

とで、「計画性」を「楽しさを伴う実行力」に昇華させ、結果を求めながらも日々の

豊かさを実感できるようになるでしょう。 

 

Ø 野心を活かしながら、人とのつながりを大切にする 

山羊座の「野心」は、大きな目標を持ち、それに向かって努力する力になるが、未熟

なままだと、冷淡さにつながり、人間関係を犠牲にしてしまいます。そこで、目標を

優先したくなったら、「目標達成のために周囲とどのように協力できるか？」を意識

してみましょう。そうすることで、「野心」を「周囲と共に成長できる力」に昇華さ

せ、仲間とともに成功を築くことができるようになるでしょう。 

 

Ø 自己評価を適切にし、自分をねぎらう習慣を持つ 

山羊座の「責務性」は、高い成果を求め、着実に成長する力になるが、未熟なままだ

と自分に厳しくなりすぎてしまいます。そこで、完璧を求めたくなったら、「過去の

自分と比べて、どんな成長があっただろう？」と振り返ることを意識してみましょ

う。そうすることで、「責務性」を「成長を実感しながら向上し続ける力」に昇華さ

せ、満足感を得ながら、健全な自己成長ができるようになるでしょう。 
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♒ 太陽・水瓶座：「革新するエネルギー」 

（1/20〜2/18 生まれ） 既存の枠に囚われず、新しい価値観や仕組みを創造するエネルギー 

 
水瓶座のエネルギーは独創的で未来志向の「革新するエネルギー」です。支配星である

天王星（副支配星：土星）の変革と規律の力が、水瓶座の「風」のエレメントを通し

て、「自由」「革新」「理想」の形で表現されます。その結果、「革新性」「独立性」

「博愛性」が特徴となり、既存の枠を超えて、新しい価値を創出する傾向があります。 

 

Ø 「革新性」は、適切に育めば、新しい価値観や仕組みを生む力になります。一方、未

熟なままだと、反骨精神が強すぎて無意味な抵抗をしてしまいます。 

Ø 「独立性」は、適切に育めば、他人に流されずに自分の道を切り拓く力になります。

一方、未熟なままだと、孤立や協調性の欠如につながります。 

Ø 「博愛性」は、適切に育めば、個人の枠を超えて人類の幸福を考える力になります。

一方、未熟なままだと、理想にこだわりすぎて現実との乖離を生じさせます 

 

太陽星座のエネルギーは、自分本来のものなので、月星座のように反対星座を使って克服

するのではなく、太陽エネルギーの出し方をコントロールすることによって育みます。 

この水瓶座の太陽エネルギーを適切に育むことができれば「革新と自由をもたらし、新

時代を創る改革者」として、自分と周囲に進歩と自由をもたらす存在になれます。 

 
水瓶座のエネルギーが未熟なままだとどうなるのか 

Ø 革新性が強すぎて、無意味な抵抗になってしまう 

「革新性」が未熟だと、古いものを何でも否定してしまい、本当に価値のあるものが

見極められない。「古い」という理由だけで否定し、無意味な抵抗をしてしまう。 

Ø 自分の個性にこだわりすぎて、協調性を欠いてしまう 

「独立性」が未熟だと、個性的であることを重視しすぎてしまう。人と違うことをす

ること自体が目的となってしまい、周囲の意見を無視してしまう。 

Ø 理想論ばかり追いかけて、現実がおろそかになってしまう 

「博愛性」が未熟だと、完璧な理想社会を追求することに意識が向きすぎて、目の前

にある具体的な問題への対処が疎かになり、結果的に何も変えることができない。 

Ø 変化を求める余り、今必要なものまで壊そうとしてしまう 

「革新性」が未熟だと、「変化こそが正義」という思い込みから安定性や継続性の重

要さを理解できない。壊すことが目的となり、必要なものまで破壊してしまう。 

Ø 人間関係が表面的になり、深い関係が築けなくなってしまう 

博愛性」が未熟だと、全人類への愛を語りながらも一人ひとりとの深い絆を築くこと

を軽視しがち。結果、多くの人と関わるが、心のつながりが欠けてしまう。 



【別冊４】太陽星座のエネルギーとその育成方法 

2025©Telulu LLC 23 

水瓶座の太陽エネルギーを育むにはどうすればいいか（出し方のコントロール法） 

 

Ø 革新性を活かしながら、本当に必要なものを見極める 

水瓶座の「革新性」は、古い常識を打破して新しい価値観を生む力になるが、未熟な

ままだと無意味な抵抗になりやすい。そこで、古いものを否定したくなったら、「こ

の変革は本当に必要なのか？」「現状の何が本当に問題なのか？」を具体的に考える

ことを意識してみましょう。そうすることで、「革新性」を「建設的な変革力」に昇

華させ、社会に真の価値をもたらす改革を実現できるようになるでしょう。 

 

Ø 独立性を活かしながら、協調性も大切にする 

水瓶座の「独立性」は、自分らしさを発揮する力になるが、未熟なままだと協調性を

欠き、孤立してしまいます。そこで、個性を主張したくなったら、「この個性を活か

して、チーム全体にどんな価値を提供できるか？」を考えることを意識してみましょ

う。そうすることで、「独立性」を「協働を活かした独創性」に昇華させ、自分らし

さを保ちつつ、周囲と協力しながら理想を実現できるようになるでしょう。 

 

Ø 博愛性を活かしながら、現実的な行動を意識する 

水瓶座の「博愛性」は、社会全体の幸福を考える力になるが、未熟なままだと理想ば

かり追い求めて現実がおろそかになってしまいます。そこで、理想ばかり語りたくな

ったら、「この理想を実現するために今できる小さな一歩は何か？」を考えるように

しましょう。そうすることで「博愛性」を「理想を現実に落とし込んで行動する力」

に昇華させ、理想と現実のバランスを取りながら成果を出せるようになるでしょう。 

 

Ø 変化を求めながらも、今ある価値を尊重する 

水瓶座の「革新性」は、新しいアイデアを生み出す力になるが、未熟なままだと変え

ること自体が目的となってしまいます。そこで、常識を壊したくなったら、「残すべ

きものはないか？」を意識してみましょう。そうすることで、「革新性」を「必要な

部分を変えながら、良いものを活かす力」に昇華させ、よりバランスの取れた進化を

遂げることができるようになるでしょう。 

 

Ø 社交性を活かしながら、深い信頼関係を築く 

水瓶座の「博愛性」は、集団をつなぐ力になるが、未熟なままだと表面的な関係にな

って深い関係が築けなくなってしまいます。そこで、広く浅く関わりたくなったら、

「この人とより深くつながるのは、どんな対話をすればよいか」を考えるようにしま

しょう。そうすることで、「博愛性」を「心をつなぐ交流力」に昇華させ、表面的な

ネットワークではなく、より充実した人間関係を構築できるようになるでしょう。 
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♓ 太陽・魚座：「癒すエネルギー」 

（2/19〜3/20 生まれ） 境界を超えてつながり、精神的な豊かさを追求するエネルギー 

 
魚座のエネルギーは柔らかく霊的な「癒すエネルギー」です。支配星である海王星の幻

想と超越の力が、魚座の「水」のエレメントを通して、「直感」「想像」「無条件の

愛」の形で表現されます。その結果、「感受性」「共感性」「想像性」が特徴となり、

感情や直感を通じて人々を癒し、つなげる傾向があります。 

 

Ø 「感受性」は、適切に育めば、他者の感情やエネルギーを鋭く感じ取る力になりま

す。一方、未熟なままだと、感情に振り回されて自分を見失ってしまいます。 

Ø 「共感性」は、適切に育めば、人と心を通わせ、深い愛情を育む力になります。一

方、未熟なままだと、自己犠牲や依存・境界の欠如につながります。 

Ø 「想像性」は、適切に育めば、インスピレーションをもたらす力になります。一方、

未熟なままだと、現実逃避や混乱につながってしまいます。 

 

太陽星座のエネルギーは、自分本来のものなので、月星座のように反対星座を使って克服

するのではなく、太陽エネルギーの出し方をコントロールすることによって育みます。 

この魚座の太陽エネルギーを適切に育むことができれば「無限の愛と夢で世界を癒す夢

想者」として、自分と周囲に安らぎと希望をもたらす存在になれるでしょう。 

 
魚座のエネルギーが未熟なままだとどうなるのか 

Ø 感受性が強すぎて、周囲に影響されすぎてしまう 

「感受性」が未熟だと、他者の感情を自分のものと感じてしまい、過剰に反応してし

まう。他人の悩みを自分のことのように感じ、常に情緒不安定な状態に陥る。 

Ø 共感性が強すぎて、自己犠牲になってしまう 

「共感性」が未熟だと、他人のために自分を犠牲にしすぎてしまうことがある。断る

ことができずに次々と相談を受け、気がつくと心身ともに疲弊してしまう。 

Ø 想像性が妄想に変わり、現実逃避してしまう 

「想像性」が未熟だと、現実の困難に直面するたびに空想の世界に逃げ込んでしま

う。問題を直視せずに、「いつか奇跡が起きる」と夢想だけで過ごしてしまう。 

Ø 境界があいまいになり、他者に依存してしまう 

未熟なエネルギーが共感に偏ると、自分と他人の境界線があいまいになってしまう。

そのため、他人に判断を委ねることが習慣化してしまい、自分の軸を失ってしまう。 

Ø 受容性が強くなりすぎて、自分の意見をもてなくなってしまう 

「感受性」が未熟だと、周囲の意見を尊重しすぎて、自分の本音や価値観を抑圧して

しまう。その結果、対立を避ける余り、何でもと受け入れて後から苦しくなる。 
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魚座の太陽エネルギーを育むにはどうすればいいか（出し方のコントロール法） 

 

Ø 感受性を活かしながら、影響を受けすぎないバランスを取る 

魚座の「感受性」は、他者の気持ちを敏感に察し、適切なサポートを提供する力にな

るが、未熟なままだと感情の洪水に飲み込まれてしまいます。そこで、他人の感情に

巻き込まれそうになったら、一歩引いて深呼吸し、自分の心を整えることを意識して

みましょう。そうすることで、「感受性」を「穏やかな理解力」に昇華させ、自分を

保ちながら癒しを与えることができるようになるでしょう。 

 

Ø 共感性を活かしながら、自己犠牲しない関わり方を意識する 

魚座の「共感性」は、深い愛情で人々を支える力になるが、未熟なままだと自己犠牲

につながってしまいます。そこで、他人のために無理をしたくなったら、「自分の心

身を無理させていないか？」と意識し、時には断ることを選択してみましょう。そう

することで、「共感性」を「健全な癒し力」に昇華させ、自分を大切にしながら、持

続的に他人をサポートすることができるようになるでしょう。 

 

Ø 想像性を活かしながら、夢を現実に落とし込む 

魚座の「想像性」は、インスピレーションを生む力になるが、未熟なままだと、妄想

に変わり現実逃避してしまいます。そこで、空想に逃げたくなったら、「今できる具

体的な行動は何か？」を考えることを意識してみましょう。そうすることで、「想像

性」を「現実的な創造力」に昇華させ、理想と現実を両立することができるようにな

るでしょう。 

 

Ø つながりを大切にしながら、自分の境界線を守る 

魚座の「共感性」は、他者と深いつながりを生む力になるが、未熟なままだと、境界

線が曖昧になって依存関係を生みやすくなってしまいます。そこで、他人に過度に依

存したくなったら、「この状況で私ができることはないか？」と自分で解決策を考え

ることを意識してみましょう。そうすることで、「共感性」を「自立した絆を築く

力」に昇華させ、お互いを尊重し合えるより成熟した人間関係を築くことができるよ

うになるでしょう。 

 

Ø 受容性を活かしながら、自分の意見を大切にする 

魚座の「受容性」は、相手をありのまま受け入れる力になるが、未熟なままだと、自

分の軸を見失ってしまいます。そこで、何でも受け入れそうになったら、「いいよ」

という前に「私は本当はどう感じているのか？何を大切にしたいのか？」と自分の内

面と対話することを意識してみましょう。そうすることで、「受容性」を「バランス

の取れた受容力」に昇華させ、他者を受け入れながらもより自分らしく生きることが

できるようになるでしょう。 

 


